静岡県環境影響評価条例施行規則の一部を改正する規則（案）
に対する皆様からの意見を募集します

【概要】 
(1) 条例対象事業の「工場等の建設」のうちバイオマスのみを燃料に用いるものについて、新設の場合のアセス必須（第１種事業）事業規模、及び変更の場合のアセス個別判断（第2種事業）の事業規模を、従来の排出ガス量１０万Ｎ㎥／ｈから排出ガス量２０万Ｎ㎥／ｈへ変更します。（環境影響評価条例施行規則の別表第１の20関係）

(2) この改正は、平成27年１月１日から施行することとします。
1　意見の募集機関
　平成26年10月24日（金）から平成26年11月13日（木）
2　意見の提出方法
・持参、郵送、ファクシミリ又は電子メールのいずれかの方法で意見書を提出してください。
・意見書の様式は自由ですが、御意見は日本語により、意見の理由を含めて記載してください。
・いただいた御意見の内容について照会する場合がありますので、意見書には氏名、住所及び連絡先（電話番号等）を明記してください。
3　意見の提出先
 (1)持参又は郵送の場合
　　 郵便番号 420-8601 
静岡市葵区追手町９番６号 くらし・環境部環境局生活環境課＜県庁西館６階＞
 (2)ファクシミリの場合
　　 054-221-3665（くらし・環境部環境局生活環境課）
 (3)電子メールの場合
　 　seikan@pref.shizuoka.lg.jp

4　問合せ先
　くらし・環境部環境局生活環境課　環境影響評価班（電話番号　054-221-2268）
5　資料の閲覧方法
　・県民サービスセンター（県庁東館２階）
　・県内８箇所の財務事務所及び西部農林事務所天竜農林局の行政資料コーナー 

　　・静岡県のホームページ　（http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/seikei_itiran）

6  その他
　いただいた御意見に対する県の考え方は、（類似する御意見はまとめた上で）県のホームページにて公表します。
7　補足
　静岡県では、これまで、工場等の建設に該当する施設（製造業・火力発電・熱供給業・ガス供給業）の新設や変更の際、使用する燃料の種類に関わらず静岡県環境影響評価条例に基づく環境影響評価（以下「アセス」という。）が必要な事業規模を、静岡県環境影響評価条例施行規則（以下「規則」という。）によって、一律の排出ガス量で設定していました（新設の場合は、排出ガス量10万N㎥/ｈ以上はアセスが必要。変更の場合は、排出ガス量10万N㎥/ｈ以上は個別にアセス要否を判断）。
一方、静岡県では化石資源への依存を改め循環型の社会構造へと転換し、環境と調和した持続可能な社会の形成を目指すため、バイオマスエネルギー（動植物に由来する有機物であってエネルギー源として利用することができるもの（化石燃料を除く））の利活用を進めています。
バイオマスは、燃焼によって空気中の二酸化炭素が増加しないカーボンニュートラルな資源です。また石炭等と比較して、バイオマス中に含まれる硫黄分等が少ないことから、燃焼による大気汚染物質の発生量が少ないことも特徴です。
このようなバイオマス燃料を使用する工場等の建設については、石炭等と比較して大気への環境負荷が小さいことや、二酸化炭素の排出量が増加しないため、これについて規則の一部を改正することとします。
